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厚生労働科学研究委託費（革新的がん医療実用化研究事業） 

委託業務成果報告 

 

ゲノム異常領域からの標的遺伝子の単離と機能解析 

 

大島孝一 久留米大学 病理学 教授 

研究要旨 

TSLC1(Tumor suppressor in lung cancer1/Cell adhension 

molecule1(CADM1))は、上皮系腫瘍のがん抑制遺伝子として発見され、

ATLLにおいては、急性型 ATLL細胞における遺伝子発現プロファイル

を作成されたのち、高発現を認める遺伝子の１つとして注目された。組

織検体で免疫染色を行い、ATLL 症例で TSLC1 の発現率が高いこと、

PTCL-NOS 症例で TSLC1 陽性群は、TSLC1 陰性群と比べて有意に予

後不良であることがわかった。 

Ａ.研究目的 

TSLC1(Tumor suppressor in lung 

cancer1/Cell adhension molecule1 (CADM1))

は、上皮系腫瘍のがん抑制遺伝子として発見さ

れ、腫瘍形成・転移に対して抑制的に働いてい

ると言われている。ATLLにおいては、急性型

ATLL細胞における遺伝子発現プロファイルを

作成されたのち、高発現を認める遺伝子の１つ

として、TSLC１が注目された。正常Tリンパ

球、活性化Tリンパ球におけるTSLC-1の発現は

ほとんど認めず、一方でHTLV-1キャリアの段

階から発現を認め、急性型ATLL細胞において

高発現していることが示されてきている。今回、

ATLL症例とPTCL-NOSをはじめとしたT細胞

リンパ腫の症例におけるTSLC1の発現と、同疾

患症例におけるCCR４の発現との関連につい

て病理学的検討を行った。 

 

Ｂ.研究方法 

対症：International PTCL studyの症例、及

び2006年～2012   年に久留米大学で診断を

行った症例: ATLL：68例、   PTCL-NOS: 88

例、ALK陰性ALCL：13例、AITL：51例 

方法 ：１）免疫染色；① Anti-SynCAM/ 

TSLC1/CADM1、②CCR4（ポテリジオ®テス

ト）の免疫染色を、ホルマリン固定材料、パラ

ッフィンブロックを用い行った。免疫組織学的

スコアリングは、陽性細胞20％以上を陽性、

20％未満を陰性と判定し、免疫染色の結果と

OSとの関連を探索的に検討した。 

（倫理面への配慮） 

 ヘルシンキ宣言に従って研究を実施した。 

 

Ｃ.研究結果 

組織検体で免疫染色を行い、ATLL 症例は、

PTCL-NOS症例・ALK陰 ALCL症例・AITL

症例と比較して、TSLC1 の発現の割合が有意

に高く、PTCL-NOS 症例で TSLC1 陽性群は、

TSLC1陰性群と比べて有意に予後不良であった。 

CCR4陽性・TSLC1陽性の PTCL-NOSは、

予後不良であり、その生存曲線は、ATLLの生

存曲線と近似する。 
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Ｄ.

CCR4

ATLL

る。今後、より多数例での検討、

現の有無など腫瘍細胞の

臨床病理学的特徴を含めた検証が必要である。

 

Ｅ.

ATLL

PTCL

陰性群と比べて有意に予後不良であることが

わかった。

 

Ｆ.

 記載無し。

 

.考察 

CCR4陽性・

ATLLに類似した疾患群である可能性が疑われ

る。今後、より多数例での検討、

現の有無など腫瘍細胞の

臨床病理学的特徴を含めた検証が必要である。

 

.結論 

ATLL 症例で

PTCL-NOS 症例で

陰性群と比べて有意に予後不良であることが

わかった。 

.健康危険情報

記載無し。 

 

陽性・TSLC1陽性の

に類似した疾患群である可能性が疑われ

る。今後、より多数例での検討、

現の有無など腫瘍細胞の

臨床病理学的特徴を含めた検証が必要である。

症例で TSLC1 の発現率が高いこと、

症例で TSLC1

陰性群と比べて有意に予後不良であることが

健康危険情報 

 

 

陽性のPTCL

に類似した疾患群である可能性が疑われ

る。今後、より多数例での検討、FOXP3

現の有無など腫瘍細胞のT-cellのorigin

臨床病理学的特徴を含めた検証が必要である。

の発現率が高いこと、

TSLC1 陽性群は、

陰性群と比べて有意に予後不良であることが

  

PTCL-NOSは、

に類似した疾患群である可能性が疑われ

FOXP3の発

originによる

臨床病理学的特徴を含めた検証が必要である。

の発現率が高いこと、

陽性群は、TSLC1

陰性群と比べて有意に予後不良であることが

は、

に類似した疾患群である可能性が疑われ

の発

による

臨床病理学的特徴を含めた検証が必要である。 

の発現率が高いこと、

TSLC1

陰性群と比べて有意に予後不良であることが
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Ｈ. 知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得 

なし 

2. 実用新案登録 

なし 

3. その他 

なし 


